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荒川麻里（筑波大学） 
「だんまり」の意味 
1. 教育を考える一言 
子どもは正直です。 
答えなくても、答えています。 
子どもはうそをつきたくないのです。 
ただ、ほんとうのことを口にだせないだけなのです。 
自分でも驚いたのですが、 
私は新しい考え方に気がつきました。 
だんまりは、時には、正直さの最高表現なのです。 
 
2. 背景 
ヤヌシュ・コルチャック（Janusz Korczak、 1878-1942）。本名、ヘンリク・ゴルトシュ
ミット（Henryk Goldszmit）。医師、作家、そして孤児院の院長として多くの子どもたちに
夢を与え続け、故郷ワルシャワの北東に位置するトレブリンカ絶滅収容所において孤児たち
と共にガス室で亡くなったと言われています。「コルチャック」はペンネームで、『王さまマ
チウシ一世』（近藤康子訳、女子パウロ会、1992 年）をはじめとする子ども向けの物語、新
聞、そして数多くの著書を通して、子どもの権利を訴え続けました。子どもの愛される権利、
失敗する権利、今を生きる権利…コルチャックの孤児院はそれらの実践の場であり、子ども
の議会や法廷までもが存在しました。国連「子どもの権利条約」（1989 年採択）は、コルチ
ャックが活動の拠点としていたポーランドが提案したものです。その思想の影響から、「子ど
もの権利条約の父」とも呼ばれています。上の言葉からは、コルチャックが鋭い洞察力で子
どもを見つめ、理解し、そして心から尊敬していただろうことが伝わってきます。 
 
3. 考察 
幼い頃、私は数日で幼稚園をやめました。理由はあったのですが、誰かを悪者にするよう
で本当のことは口に出せませんでした。毎朝、担任の先生が迎えに来ては泣き出すので、あ
まりに可哀そうで、私は彼女が責められないウソを考え、真実らしく語るようになりました。 
当時、小さな私はウソをつきたくなかったのか。今となっては、それさえも分かりません。
しかし、コルチャックのこの言葉に出会い、思い出の中の幼い自分が「嘘つき」から「正直
者」に大変身を遂げ、急成長したように思えたのです。子どものよさは、大人がなかなか気
づかないような意外なところに、実はもっともっと隠されているのかもしれません。 
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